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令和６年 ７月３日 

        №４ 
校長 渡邉 かほる 

令和６年度 余目小学校だより 

 

～みんな（子供・教職員・保護者・地域）で、創る～ 

全校生 125名が安心できる余目小 
 

 全校生１２５名全員が、安心して通える学校を目指しています。余目小学校が、安心できる居

場所でなければ、学習も生活もすることができません。 

全校生が安心できる学校とは、 

〇 子供達一人一人が伸び伸びと自分らしく自分を表現できる学校。 

〇 一人一人の多様な考えや個性を理解し合い、一人一人違うのが当たり前と思える学校。 

〇 失敗や過ちが認められ、やり直しができる学校。・・・など 

どの子も、一人一人それぞれが、遠慮したり、人と比べたりしないで、「自分から、自分らし

く、自分の言葉で」表現できる学校を目指します。考えや感じ方の違いを何回も言葉で伝え合

い、理解し合う学校を目指します。そのために、私たち大人は、子供たちの言動をすぐにジャッ

ジせずに、よく見て聞いて、時には待ちながら、子供自身が自分で選択したり決めたりするため

の伴走者になっていきたいものです。みんなで、安心できる学校を創っていきましょう。 

 

自分から 

自分らしく 

自分の言葉で 

保護者の皆さんに心より感謝 
～給食配膳員・ランチョンマット～ 

保護者の皆様のご協力により、子供たちが安心

して給食をとることができるようになりました。

配膳補助は、７月から 

２名で交代すると 

いう体制が整い、 

ランチョンマット 

の準備も、対応し 

ていただき、心よ 

り感謝いたします。  

 

 

 

 

 

個別懇談会 ７月８日（月）から  

    ～お待ちしております～ 

 新しい学年に進級して、１学期の様子

そして夏休みや２学期以降のことにつ

いて、話し合います。 

 子供が持っている力、よさを発揮し、

遠慮しすぎないで「ありの 

ままの自分」を表現してい 

るか、伸び伸びと安心し 

た学校生活かどうか等に 

ついても、話し合いましょう。 木村絵梨さん    舛田裕美さん 

子供たちの安全を守る地域の皆さん 
 交通安全協会対策委員会余目支部会の皆さんや、北信

支所、市役所道路保全課の方々が、子供たちの安全のた

めに、真剣に取り組み考えてくださっています。 

 〇 福島ゴムから栃窪農機店までの歩道安全策（案） 

   ・ カーブで見ずらいところにポールを立てる 

   ・ 歩道の区別がつくように色を塗る。など 

 〇 線路下、アンダーパスの電気の修理（申請中） 

  ・ 壊れた電気を直し、明るい所を歩けるようにする。 【毎朝居てくださる見守る会の方々】 

※ 学校での子供達の学びの様子を、余目小ＨＰにアップしております。ご覧ください。 


